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論文審査の要旨

榛骨遠位端骨折は高齢者に多く、その手術成績は治療方法や固定材料の発達

に従い飛躍的に向上じている。しかし、周辺の軟部組織損傷を合併した時には

治療成績の不良例もみられ、慎重な治療が求められる.その中でも榛尺靭帯の

損傷は遠位榛尺関節の不安定性を生じ、修復しなければ予後不良である。本研

究は榛骨遠位端骨折に合併する榛尺靭帯損傷の術前予測因子を、前向きに検討

したものである。

2002 年""2007 年に観血的整復術を施行した 163 例の不安定型榛骨遠位端骨折

に合併する榛尺靭帯損傷を術中直視下に確認し、正確な頻度を求め、予測因子

についてはロジスティック回帰分析をもちいて解析したD 遠位榛尺靭帯損傷の

あった症例は 11 例 (6.7%) で、最も有用性のある予測因子は、レシトゲン PA

像でのradial translation ratio (pく0.01 、odds 比 L5) であった0' さらにROC

曲線から、遠位榛尺靭帯損傷を診断するためのradial translation ratio のcut

off 値は 15% で、遠位梼尺関節の開大距離が 3mm に相当するとの結論を得てい

る。

本研究は、不安定型携骨遠位端骨折に合併する榛尺靭帯損傷の頻度に示すと

ともに危険因子を明らかにした研究であり、整形外科、特に手外科学分野の進

歩に寄与するところ大であり、博士(医学)に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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